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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間の経営成績は、次のとおりとなりました。

経常収益は、有価証券利息配当金など資金運用収益の増加を主因に、前年同期比6億51百万円増加し604

億 47 百万円となりました。経常費用は、社債利息など資金調達費用の増加を主因に、前年同期比 7 億 17

百万円増加し343億16百万円となりました。 

これらの結果、経常利益は、前年同期比65百万円減少の261億31百万円となりました。 

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期に計上した子会社株式の取得に伴う負ののれん発生益

の影響などにより、前年同期比52億77百万円減少し177億4百万円となりました。 

（２）連結財政状態に関する説明

主要勘定の動きは、次のとおりとなりました。

預金は、さまざまな金融商品・サービスを品揃えし、給与振込や年金受取口座など家計のメインバンク

としてご利用いただくことを目指して活動してまいりましたことにより、当第１四半期連結会計期間末残

高は前年度末比1,671億円増加し10兆8,897億円となりました。 

貸出金は、法人・個人ともにお客さまのお借入のニーズに積極的にお応えしてまいりましたことにより、

当第１四半期連結会計期間末残高は前年度末比 1,267億円増加し 8兆5,654億円となりました。また、有

価証券の当第１四半期連結会計期間末残高は、前年度末比881億円増加し2兆4,503億円となりました。 

これらの結果、総資産の当第１四半期連結会計期間末残高は、前年度末比5,561億円増加し13兆5,255

億円となりました。

（３）連結業績予想に関する説明

平成27年5月12日に公表いたしました業績予想に変更はありません。

※なお、上記の業績予想は、現在当行が入手可能な情報及び現時点での判断、評価、事実認識に基づいた仮定

を前提としております。実際の業績は、今後想定されるさまざまな要因（国内外の経済、金利・株式市場等

の状況変化）によって異なる結果となる可能性があります。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年9月13日。以下「企業結合会計基準」

という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年9月13日。以下「連結

会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第7号 平成25年9月13日。以

下「事業分離等会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合

の子会社に対する当行の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した

連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実

施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属す

る四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の

表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映さ

せるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表

の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－2項（4）、連結会計基準第44－5項（4）

及び事業分離等会計基準第 57－4 項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間

の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

現金預け金 1,227,256 1,510,318

コールローン及び買入手形 316,924 304,989

買現先勘定 14,996 24,996

債券貸借取引支払保証金 2,091 2,079

買入金銭債権 22,624 22,645

特定取引資産 271,774 314,620

金銭の信託 44,450 40,115

有価証券 2,362,229 2,450,373

貸出金 8,438,684 8,565,439

外国為替 8,080 3,998

その他資産 95,225 100,756

有形固定資産 102,423 101,764

無形固定資産 11,091 11,028

退職給付に係る資産 7,569 7,754

繰延税金資産 6,082 5,969

支払承諾見返 82,896 104,176

貸倒引当金 △44,960 △45,448

資産の部合計 12,969,442 13,525,580

負債の部

預金 10,722,619 10,889,737

譲渡性預金 495,494 446,105

コールマネー及び売渡手形 39,878 433,841

債券貸借取引受入担保金 154,368 175,263

特定取引負債 20,788 20,036

借用金 308,712 306,596

外国為替 767 450

社債 76,020 76,705

その他負債 143,989 124,248

退職給付に係る負債 20,091 19,988

役員退職慰労引当金 185 122

睡眠預金払戻損失引当金 2,093 1,899

ポイント引当金 442 473

特別法上の引当金 27 27

繰延税金負債 30,576 36,220

再評価に係る繰延税金負債 11,742 11,742

支払承諾 82,896 104,176

負債の部合計 12,110,695 12,647,635
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

純資産の部

資本金 145,069 145,069

資本剰余金 122,134 122,134

利益剰余金 480,803 492,678

自己株式 △27,532 △27,553

株主資本合計 720,474 732,329

その他有価証券評価差額金 121,264 128,133

繰延ヘッジ損益 414 935

土地再評価差額金 10,663 10,663

退職給付に係る調整累計額 5,484 5,396

その他の包括利益累計額合計 137,826 145,128

新株予約権 446 487

純資産の部合計 858,747 877,945

負債及び純資産の部合計 12,969,442 13,525,580
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

経常収益 59,796 60,447

資金運用収益 35,232 35,934

（うち貸出金利息） 27,969 27,120

（うち有価証券利息配当金） 6,754 8,012

信託報酬 0 0

役務取引等収益 11,257 11,841

特定取引収益 725 808

その他業務収益 1,545 888

その他経常収益 11,034 10,973

経常費用 33,598 34,316

資金調達費用 2,690 3,602

（うち預金利息） 1,135 1,290

役務取引等費用 4,086 4,330

特定取引費用 - 59

その他業務費用 13 180

営業経費 22,584 21,657

その他経常費用 4,223 4,486

経常利益 26,197 26,131

特別利益 5,127 -

負ののれん発生益 5,127 -

特別損失 121 13

固定資産処分損 121 13

税金等調整前四半期純利益 31,203 26,118

法人税、住民税及び事業税 7,011 5,997

法人税等調整額 1,209 2,415

法人税等合計 8,220 8,413

四半期純利益 22,982 17,704

親会社株主に帰属する四半期純利益 22,982 17,704

決算短信 （宝印刷）  2015年07月22日 13時25分 3ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）

- 5 -

㈱千葉銀行（8331）　平成28年3月期　第1四半期決算短信



四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 22,982 17,704

その他の包括利益 11,116 7,302

その他有価証券評価差額金 11,326 6,845

繰延ヘッジ損益 △305 521

退職給付に係る調整額 90 △88

持分法適用会社に対する持分相当額 4 23

四半期包括利益 34,098 25,007

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 34,098 25,007
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
 

（５）重要な後発事象 

当行は、資本効率の向上をつうじて株主の皆さまへの利益還元の充実を図るため、平成 27 年 8

月5日開催の取締役会において、会社法第165条第3項の規定により読み替えて適用される同法第

156条の規定に基づき、自己株式を取得することを決議いたしました。 

（1）取得対象株式の種類 当行普通株式 

（2）取得する株式の総数 12,000,000株（上限） 

（3）株式の取得価額の総額 10,000百万円（上限） 

（4）取得期間 平成27年8月6日から平成27年10月30日まで 
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平成 27 年度第１四半期決算 説明資料 

１．損益の状況（連結・単体）  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【連結】  （単位：百万円）  

 
平成 27年度 

第 1四半期 
 
平成 26 年度 

第 1四半期 
前年同期比  

平成 27年度
中間期 

（公表値） 
 
（参考） 

平成26年度 

経 常 利 益  26,131  26,197 △65 43,000  84,244 

 負ののれん発生益等除き 26,131  24,320 1,810  －  82,368 

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 
四半期（中間・当期）純利益 

 17,704  22,982 △5,277 29,000  57,033 

 負ののれん発生益等除き 17,704  15,978 1,726  －  50,029 

【単体】  （単位：百万円）  

 
平成 27年度 

第 1四半期 
 
平成 26 年度 

第 1四半期 
前年同期比  

平成 27年度
中間期 

（公表値） 
 
（参考） 

平成26年度 

業 務 粗 利 益 40,231  40,556 △325   151,742 

 資 金 利 益  34,799  34,257 542    126,052 

 役 務 取 引 等 利 益  4,453  4,315 137    19,230 

 特 定 取 引 利 益  272  452 △180    2,652 

 そ の 他 業 務 利 益  705  1,530 △824    3,806 

  う ち 国 債 等 債 券 損 益  329  1,148 △818    2,033 

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理分 ） （△） 20,372  21,079 △707   82,637 

業務純益(一般貸引繰入前)  19,859  19,477 382    69,104 

コ ア 業 務 純 益  19,529  18,328 1,200   67,071 

一般貸倒引当金純繰入額① （△） －  － －   － 

業 務 純 益  19,859  19,477 382   69,104 

臨 時 損 益  6,376  4,187 2,188   5,074 

 う ち 不 良 債 権 処 理 額 ② （△） △350  △77 △273    △387 

 う ち 株 式 等 関 係 損 益  2,423  1,072 1,351    1,232 

経 常 利 益  26,235  23,664 2,570 41,000  74,178 

特 別 損 益  △13  △121 107   △1,135 

四半期（中間・当期）純利益  18,642  16,277 2,365 28,500  45,807 
         

与信関係費用（①＋②） （△） △350  △77 △273   △387 

注 .コア業務純益＝業務純益（一般貸引繰入前）－国債等債券損益  
 
 

○【連結】  前年同期に計上した負ののれん発生益等の影響などにより、経常利益は前年同期
並の 261 億円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比 52 億円減少の

177億円となりました。 

(負ののれん発生益等の影響を除いた場合、経常利益は前年同期比 18億円の増加、

親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比 17 億円の増加となります。) 

○【単体】  資金利益や株式等関係損益の増加などにより、経常利益は前年同期比 25 億円増
加の 262 億円、四半期純利益は前年同期比 23 億円増加の 186 億円となりました。 

○ 連結の経常利益・親会社株主に帰属する四半期純利益は、第 1 四半期としては前年に次

いで過去 2 番目（負ののれん発生益等の影響を除いた場合、過去最高益となります。）、 

単体の経常利益・四半期純利益は、第 1 四半期としては過去最高益となりました。 
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２．貸出金・預金の残高（単体・末残）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：億円） 

 平成27年6月末 

 

平成27年3月末  
（参考） 

平成26年6月末 
平成27年 

3月末比 

貸 出 金 85,896 1,284 84,611  81,931 

 国 内 向 け 貸 出 84,241 1,247 82,993  80,739 

   事 業 者 向 け 貸 出 49,980 660 49,319  48,014 

   消 費 者 ロ ー ン 31,415 183 31,231  29,975 

    うち住宅ローン 30,306 142 30,163  28,989 

   公 共 向 け 貸 出 2,845 403 2,442  2,749 

  
うち中小企業等貸出 

（中小企業等貸出比率） 

67,758 

（ 80.43%）

687 

（△0.37%）

67,070 

（ 80.81%）
 

64,122 

（ 79.41%）

 海 外 向 け 貸 出 1,655 37 1,617  1,192 

預 金 109,033 1,699 107,333  102,742 

 国     内 105,045 974 104,071  100,477 

  う ち 個     人 81,132 1,933 79,198  78,372 

  う ち 公     共 4,764 △1,757 6,522  4,175 

 海  外  店  等 3,987 725 3,262  2,265 

注．中小企業等貸出比率＝中小企業等貸出／国内向け貸出 

 

（参 考）投資信託等 

（単位：億円） 

 平成27年6月末 

 

平成27年3月末  
（参考） 

平成26年6月末 
平成27年 

3月末比 

投 資 信 託 残 高 3,833 39 3,794  3,615 

 う ち 個 人 3,767 40 3,727  3,544 

 

（単位：億円） 

 
平成27年度 

第1四半期中 

 平成26年度 

第1四半期中 
 
（参考） 

平成26年度 前年同期比 

個人年金保険等(取扱保険料) 227 △84 311  1,145 

〇貸出金は、お客様のニーズに積極的にお応えすることにより、前期末比 1,284 億円増加

の 8 兆 5,896 億円となりました。預金は、個人預金の増加を主因に、前期末比 1,699 億

円増加の 10 兆9,033 億円となりました。 

〇預かり資産は、投資信託の残高が前期末比 39 億円増加の 3,833億円となりました。ま

た、個人年金保険等の取扱保険料は前年同期比 84 億円減少の227 億円となりました。 
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３．金融再生法開示債権（単体）  
（単位：百万円）  

 平成27年6月末 

 

平成27年3月末 

 
（参考） 

平成26年6月末 
平成27年 

3月末比 

破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
19,577 △458 20,035 

 
19,026 

危険債権 84,412 △2,418 86,831  89,040 

要管理債権 53,398 229 53,168  55,240 

合       計 157,388 △2,646 160,035  163,307 
      

正常債権 8,556,728 153,352 8,403,375  8,149,061 
      

不良債権比率 1.80% △0.06% 1.86%  1.96% 

 

 

４．リスク管理債権の状況（連結・単体）  
【連結】  

（単位：百万円）  

 平成27年6月末 

 

平成27年3月末 

 
（参考） 

平成26年6月末 
平成27年 

3月末比 

破綻先債権額 2,006 308 1,698  1,768 

延滞債権額 99,267 △2,838 102,106  104,025 

3カ月以上延滞債権額 841 142 698  3,328 

貸出条件緩和債権額 52,569 85 52,484  51,930 

合       計 154,685 △2,301 156,987  161,052 
      

貸出金残高（末残） 8,565,439 126,754 8,438,684  8,169,736 

貸出金残高比 1.80% △0.05% 1.86%  1.97% 

 
【単体】  

（単位：百万円）  

 平成27年6月末 

 

平成27年3月末 

 
（参考） 

平成26年6月末 
平成27年 

3月末比 

破綻先債権額 2,281 177 2,104  2,130 

延滞債権額 101,240 △3,241 104,481  105,623 

3カ月以上延滞債権額 841 142 698  3,328 

貸出条件緩和債権額 52,556 86 52,469  51,912 

合       計 156,920 △2,834 159,754  162,995 
      

貸出金残高（末残） 8,589,643 128,462 8,461,180  8,193,179 

貸出金残高比 1.82% △0.06% 1.88%  1.98% 

 

- 10 -

㈱千葉銀行（8331）　平成28年3月期　第1四半期決算短信



 

 

５．有価証券の状況  
（１） 時価のある有価証券の評価差額・含み損益（連結・単体）  
【連結】   （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

 

平成 27 年 6 月末  平成 27 年 3 月末 

時価 評価差額・含み損益  時価 評価差額・含み損益 

  うち益 うち損    うち益 うち損 

満 期 保 有 目 的 118 △1 0 1  111 2 2 0 

その他有価証券 24,279 1,878 1,930 52  23,412 1,778 1,811 33 

 株式 2,583 1,520 1,523 2  2,473 1,386 1,390 4 

 債券 14,690 99 106 7  14,611 108 111 3 

 その他 7,006 258 300 42  6,327 283 308 25 

  うち外国債券 5,330 △4 37 41  4,854 31 56 24 

 

【単体】                （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

 

平成 27 年 6 月末  平成 27 年 3 月末 

時価 評価差額・含み損益  時価 評価差額・含み損益 

  うち益 うち損    うち益 うち損 

満 期 保 有 目 的 118 △1 0 1  111 2 2 0 

その他有価証券 24,143 1,763 1,816 52  23,293 1,681 1,714 32 

 株式 2,447 1,406 1,409 2  2,355 1,289 1,293 4 

 債券 14,690 99 106 7  14,611 108 111 3 

 その他 7,006 258 300 42  6,327 283 308 25 

  うち外国債券 5,330 △4 37 41  4,854 31 56 24 

注1．「評価差額・含み損益」は、期末時点の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上しております。 
2．「有価証券」のほか、「買入金銭債権」中の信託受益権を含めております。 
 
 

（２） 有価証券関係損益（単体）  
（単位：百万円） 

 
平成 27 年度 

第 1 四半期 

 平成 26 年度 

第 1 四半期 
前年同期比 

 （参考） 
平成26年度  

国 債 等 債 券 損 益  329  1,148 △818  2,033 

 売 却 益  506  1,147 △640  2,417 

 償 還 益  3  15 △11  40 

 売 却 損 （△） 180  13 166  424 

 償 還 損 （△） －  － －  － 

 償 却 （△） －  －  －  － 

 

株 式 等 関 係 損 益  2,423  1,072 1,351  1,232 

 売 却 益  2,507  1,072 1,434  1,327 

 売 却 損 （△） －  0 △0  95 

 償 却 （△） 84  － 84  0 

 

以    上 
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